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【要旨】和歌山県教育センター学びの丘生涯学習支援課では，平成 19 年度から生涯学習

“繋”パーソンねっとわーく事業を展開している。これは和歌山県紀南地域（日高・西牟

婁・東牟婁）の生涯学習を人の繋がりによって支援するべく，和歌山大学や市町村教育委

員会，NPO 等の地域づくり関係者らでプロジェクトチームを結成し，学び合いのプロセス

を経ながら事業を進めていくものである。 
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１ はじめに 

 
教育センター学びの丘に生涯学習支援課が設置されたのは平成 17 年４月である。県内

７地方にあった教育事務所が閉鎖され，県庁所在地の和歌山市にあった教育研修センタ

ーが田辺市に移転開所されるのと同時に，生涯学習支援課もスタートした。 

  平成 17 年から 18 年の２年間は，国の家庭教育支援総合推進事業及び地域子ども教室

推進事業を受託し，県立情報交流センターBig・U を拠点に生涯学習事業を展開した。ま

た，生涯学習講座などの県単独事業についても，Big・U という施設を拠点に事業を行っ

た。これらの事業では，母親への学習支援や親子が触れ合う機会の提供，あるいは専門

的な学習機会の提供などを行い，一定の成果をあげることができた。 

  ３年目となる平成 19 年度からは，「地域に届ける生涯学習」をキーワードに，和歌山

大学生涯学習教育研究センターの協力を得ながら事業を進めることとなった。 

  ここでは，平成 21 年度の取組を中心に事業を振り返ることとする。 

 
 
２ 紀南地域生涯学習“繋”パーソンねっとわーく企画会議 

 
  この事業は，紀南３地域のキーパーソンが集まる企画会議から始まった。日高・西牟

婁・東牟婁から各４人ずつの企画委員，和歌山大学生涯学習教育研究センターと和歌山

大学紀南サテライトから１名ずつの助言者，事務局は生涯学習支援課４名と和歌山大学

生涯学習教育研究センターの職員 1 名で構成される，19 人の「実行委員」が集まった。 

  平成 21 年度の「紀南地域生涯学習“繋”パーソンねっとわーく企画委員」は以下の通

りである。 

 

 
 氏  名 所  属 備 考 

1 岡田 祥子 古座川町コーラスグループつくし～‘Ｓ代表 東牟婁 
2 滝本 一良 古座川町教育委員会 東牟婁 
3 伊藤 松枝 那智勝浦町絵本の会よむよむ代表 東牟婁 
4 河野 健作 那智勝浦町教育委員会 東牟婁 
5 小川 雅則 田辺市教育委員会 西牟婁 
6 湯川 善典 上富田町教育委員会 西牟婁 
7 江川 博明 白浜町教育委員会 西牟婁 
8 新井 順次 NPO 法人チャッカ白浜理事長 西牟婁 
9 西  義一 日高川町教育委員会 日 高 
10 下浦 智久 みなべ町教育委員会 日 高 
11 中早 大輔 青年クラブみなべ顧問 日 高 
12 岩﨑 正伸 由良町中央公民館長 日 高 
13 西川 一弘 和歌山大学紀南サテライト地域連携コーディネーター 大 学 
14 堀内 秀雄 和歌山大学生涯学習教育研究センター長 大 学 
15 榎木 郁雄 教育センター学びの丘生涯学習支援課長 事務局 
16 山口 仁美 教育センター学びの丘生涯学習支援課社会教育主事 事務局 
17 佐武 範一 教育センター学びの丘生涯学習支援課社会教育主事 事務局 
18 福田 勝也 教育センター学びの丘生涯学習支援課社会教育主事 事務局 
19 神谷 千春 和歌山大学生涯学習教育研究センター 事務員 事務局 
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 年度当初は，今年度のテーマや，各地域での実施

時期などを協議した。この際，各地域の主要な行事

との重なりを避けることや，あるいはコラボレート

できる事業はないかといった内容を中心に話し合

った。 
  ここでは各地域のある程度の方向性までが話し合

われた。協議内容は次項で記述する，各地域の企画

会議で話し合われることになる。                        

 

紀南地域企画会議の様子 
 
  本事業は事業を行うまでのプロセスでの学び合いも目的のひとつである。この企画会

議には，高等教育機関（和歌山大学生涯学習教育研究センター及び和歌山大学紀南サテ

ライト），市町村教育委員会の代表者，NPO などの民間の関係者，そして県教育委員会と

しての生涯学習支援課が集い，事業についての協議や情報交換を行うことで生涯学習や

社会教育の意義を学び合う機会にもなっている。 

  生涯学習論や社会教育学など理論的な部分については，高等教育機関関係者のリード

によるところが大きい。そこに市町村教育委員会や NPO など民間の方々の実践の紹介が

あり，事務局の県教育委員会がそれらの活動や人（キーパーソン）をコーディネートし

たり，コラボレートさせるということで，役割と責任が明確に分けられる。 

  事務局としては，質の高い提案を行えるよう努めるが，あくまでも案であり，事業内

容については，すべて企画会議内で納得いくまで話し合われ，決定していく。理解が深

まるなかで，何度も繰り返し協議される場合もある。 

  またこの会議は，紀南地域という広域的な範囲での情報交換の場にもなっている。３

年目となった今年度は，これまでにこの企画会議などで知り合った人や団体同士が，こ

の事業に関係なく，協働で地域活動を行った報告が数多くなされた。 

  一例としては，県内で活躍する 20 歳代のシンガーソングライターが，本事業を通して

知り合った方の自治体の成人式で講演を行った。 

  また，ある町で活動するコーラスグループが，地域を越えて別の町のイベントに参加

し，腕前を披露して見せた。その完成度の高さに，参加者が感動して涙を流すというシ

ーンを間近で見ることもあった。 

 
 
 
３ 各地域（日高・西牟婁・東牟婁）生涯学習“繋”パーソンねっとわーく企画会議 

 
  上記の紀南地域全体での企画会議を受けて，各地域では更に細かい協議が何度も行わ

れる。その回数は地域によって様々であり，さらにこの地域会議に，ワーキンググルー

プが作られる地域が現れることもある。 

  地域会議は，その地域のすべての市町村教育委員会の社

会教育主事（関係職員含む），その地域で活動する NPO など

の民間の方，そして高等教育機関関係者で構成され、新た

に座長を選出する。この場合，大体はその地域の民間の方

が選出されることが多く，民間の目線で協議を進めていく

ことになる。  

東牟婁企画会議の様子 
 
  民間の座長と事務局の学びの丘が連携しながら，市町村教育委員会や他の民間の方々
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との情報交換や学び合いが展開されていくのである。 

 
 （１）日高地域企画会議 

  平成 21 年度の日高地域の事業に至るまでのプロセスを例にとって振り返ってみる。 

  紀南全体の会議には，民間の立場からは，60 歳代の由良町中央公民館長（この公民館

は指定管理者制度で民間の団体が運営している），20 歳代の青年クラブみなべ（かつて

の青年団）の顧問，行政からは日高川町教育委員会の生涯学習グループ長，みなべ町教

育委員会の社会教育主事の４名が委員として参画いただいた。行政と民間から若手とベ

テラン 1 名ずつというバランスになった。 

  日高地域企画委員会には，この民間の２名に，印南町文化協会の会長が 1 名加わった。

そこに日高地域の７市町の教育委員会から社会教育主事（関係職員を含む）が加わる。

また高等教育機関については，和歌山大学紀南サテライトから常に参画いただいた。座

長は由良町中央公民館長，副座長は青年クラブみなべ顧問という体制となった。 

  ここでは日高地域の地域性を意識した話し合いが行

われた。行政関係者は公民館長もいれば，若手の社会

教育主事まで様々である。事業の計画について協議し

ながら，改めて生涯学習，社会教育の意義や地域の歴

史性について学び合う場となった。 
  さらに日高地域の場合は，この会議において話し合

われたことをもとにワーキング会議が行われることに

なった。次項の「車座トーク」の運営について，各車

座に進行役，推進役を担う「シャベリスト」が配置さ

れることが決定した。                 日高地域企画会議の様子 
  
 会議のメンバー以外からもシャベリストを募り，事前に打ち合わせの会を持つことで繋

がりを作るという趣旨のもと進められることになった。 

  こうして紀南地域企画会議のもとに日高地域企画会議が結成され，さらにそのもとに

シャベリスト会議が結成された。11 月の事業本番までに打合せに集まった回数は 10 回

を越えている。人の繋がりを作るという目的は，本番を待たずに，まず関係者の間にお

いて達成されることとなった。 

 
４ 各地域（日高・西牟婁・東牟婁）生涯学習交流会 

 
  ３年間各地域で様々な事業が行われた。どれも事務局が机の上でプランを書いたもの

ではなく，現場に足を運び，現地の方と協議を重ね，その目的や意義を確かめ合い，事

業が終わるごとに総括としてまた協議を繰り返してきたものである。 
  ここではそのなかの，２例を紹介する。 
 

 （１）西牟婁地域生涯学習交流会 

  まず，平成 20 年度に実施した西牟婁地域の生涯学習交流会を例にあげる。この事業の

特徴は，「他団体とのコラボレーション」と「市町村社会教育関係職員との連携」であ

る。 
  事業内容は，ある町の河川敷で各地域の若者が集まって未来を語るシンポジウムを行

うというものであった。河川敷に机と椅子を置くだけでは，人は集まらない。色々な方々

の協力により様々なアイデアが実行され，厚みのあるものに変化していった。 
  この河川敷には，地域の団体の方々が協力して手入れしているコスモス園があった。

かつて荒れ地であった河川敷を行政と協働で耕し，毎年秋に綺麗なコスモスを咲かせて

いる。地元の方々がコスモス実行委員会を作って，イベントを実施している。その団体
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と共催で実施することになった。 
  紀南地域企画委員会の下に西牟婁企画委員会が作られ，さらにコスモス実行委員会と

協働で，現地実行委員会が編成されることとなった。

コスモス祭が行われる前夜祭という位置づけで，西牟

婁地域生涯学習交流会が行われることとなった。 
  毎年，コスモス祭は秋晴れの日曜日に行われている

が，前夜祭というのは初めての試みである。文字通り

夜間のことであるので，照明設備の設置が必要になっ

てくる。 
                                        

手作りで設置した照明台 

  ここで町の教育委員会の方に随分と助けていただくこととなった。町の文化会館にあ

る照明設備を河川敷に仮設するという結論に

至った。当然現地実行委員だけで出来るもの

ではなく，教育委員会職員，西牟婁地域企画

委員，さらにはコスモス祭の実行委員や地域

の方々もボランティアとして参加し，半日の

間に河川敷に仮設の照明台とステージを出現

させることができた。 
  ステージについては，コスモス祭で使用予

定であった，町内運送会社の新車の８ｔ車を

無償でお借りすることができた。 
                      ８ｔトラックをステージにシンポジウム 

  手作りで素晴らしい会場が出来上がり，シンポジウムは地元県立高校の吹奏楽部の演

奏で始まった。夜間照明の入ったコスモス畑に，素晴らしい音色が響き，若者同士の爽

やかな意見のやり取りが行われた２時間であった。 
 
 （２）日高地域生涯学習交流会 

  もう一例は，上記で取り上げた平成 21 年度日高地

域生涯学習交流会である。この事業の特徴は「社会

教育主事の力量形成」と「プロセスから生まれる新

しい連携と信頼感」である。先述したように，日高

地域企画会議の下にシャベリスト会議を設置する

こととなった。この事業では，従来のようなシンポ

ジウムやパネルディスカッションという形を取ら

ずに，車座トークという手法を実践することとなっ

た。 

                            屋外での車座トーク 

  講演会やシンポジウムでたくさんの人を集めるより，参加者全員が対話できて，今後

の人の繋がりが出来るような企画を，という趣旨での実施であった。 

  これもまた，ある町の公園の芝生の一角を利用して行った。雰囲気の良い場所とはい

え，知らない者同士がいきなり顔を合わせてもなかなか話は弾まない。そこで５つ程度

の車座にあらかじめ分かれ，２人ずつのシャベリストを配置することとした。 

  このシャベリストの中心を担うこととなったのは，各町の社会教育主事である。車座

トークを円滑に，かつ楽しく進めるための打合せ会議を重ねるにつれ，シャベリスト同

士の連携や信頼感が生まれるとともに，会話を促していくファシリテーターとしての力

量形成へと繋がっていった。 

  このときに作成されたメーリングリストは，その後も様々な事業で助け合ったり，情
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報交換を行ったりと現在でも活用されている。 

 
５ 社会教育主事の存在 

 
  本事業の趣旨は，「“繋”パーソンねっとわーく」の名のとおり，各地域のキーパーソ

ンとなる方々の繋がりを拡げることである。３年間事業を行うことで多くのキーパーソ

ンと出会い，その方々から多くのことを学び，自分の仕事に生かすよう努めてきた。 

  キーパーソンには，リーダーとして周りを引っ張っていく人や，コーディネーターと

して，支える立場で推進していく人など，様々なタイプの方が存在している。 

  こういったキーパーソン同士が繋がり，活動の輪が拡がっていくためには，社会教育

主事という存在が極めて重要であると考える。 

  社会教育法第９条では，社会教育主事の職務として「社会教育主事は，社会教育を行

う者に専門的技術的な助言と指導を与える。ただし，命令及び監督をしてはならない。」

「社会教育主事は，学校が社会教育関係団体，地域住民その他の関係者の協力を得て教

育活動を行う場合には，その求めに応じて，必要な助言を行うことができる。」と規定

されている。 

  この法律によると，社会教育そのものを行うのが社会教育主事ではなく，社会教育を

行う人や団体をサポートすることが社会教育主事の職務であると解釈できる。 

  “繋”パーソンねっとわーく事業で協力いただいた自治体の社会教育主事自身も，地

域のキーパーソンであると私は考える。とすれば県教育委員会の社会教育主事をはじめ，

すべての社会教育主事は，専門的技術的な助言と指導を与える立場になれるよう，今後

益々その力を向上させていく必要があるということを痛切に感じている。 

 
６ おわりに 

 
  ３年間の事業を終えて，異業種・異分野・異

世代がコラボレートしたときに出来るエネルギ

ーは数字では表せないものであることを実感し

た。教育効果を数字に表すことは難しいとよく

言われるが，費用対効果の面で一考してみたい。 

  各地域で行われる事業予算は，出演者の交通

費や謝礼が主であり，各地域とも平均して 10

万円前後である。しかし，企画委員のボランテ

ィアとしてまかなわれている費用を試算すると，

その３倍も４倍もの費用がかかっていると思われる。 無償でお借りした音響設備 
 
  東牟婁の交流会ではここ２年，企画委員でもあるコーラスグループの方がオープニン

グを飾ってくれている。東京では有名な音楽プロデューサーであり，かつて国民的歌手

のコンサートを手がけてきたという経歴の持ち主である。そのようなプロが扱う音響設

備を公民館や屋外に設置していただき，更にその音響設備をシンポジウムでも使用させ

てもらっている。出演料も無料である。また前述した河川敷への照明台の設置と同様に，

海浜公園に仮設のステージを設置したこともある。これらはすべて手作りであり，職員

や企画委員がボランティアで関わってくれることになる。これはこれまでのプロセスが

つくり上げた信頼関係無くしては成立しないことである。 

  「予算が無くても，社会教育には出来ることが無数にある。」とある町の社会教育主事

から言われたことがある。「もともと社会教育とは必要な経費をそれぞれが持ち寄って

実施したものであった。」と。社会教育だけに関わらず，すべてのものごとの原点を教

えてもらった。社会教育行政に限らず，今後も人員と予算の減少が予想される。例え，
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予算も人員もゼロになったとしても，社会教育や生涯学習の理念は失いたくないもので

ある。 
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